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９ 月 定 例 会

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
８
日
か
ら
14
日
ま
で
、
７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
28
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
、
教
育
委
員
会
委
員
や
人
権
擁
護
委
員
の
人

事
案
件
を
含
む
25
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

69億7,052万円を認定

　
決
算
審
査
意
見 　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
監
査
委
員
　
薄　
井　
憲　
一

監
査
委
員
　
鈴　
木　
一　
郎

　
平
成
28
年
度
の
決
算
は
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計

と
も
黒
字
決
算
と
な
り
、
健
全
財
政
を
堅
持
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
の
特
徴
と
し
て
は
、
歳
出
総
額
で

前
年
度
比
10･

１
％
に
あ
た
る
４
億
４
３
７
７
万
円

の
増
額
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
町
民
第
１
体
育
館
建

築
工
事
、
公
民
館
改
修
工
事
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

今
後
も
福
祉
施
設
等
の
整
備
計
画
も
あ
り
、
多
く
の

費
用
を
要
す
る
事
業
が
あ
る
の
で
、
中
長
期
的
な
財

政
計
画
と
財
源
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
全
国
各
地
で
最
近
、
異
常
気
象
に
よ
る
大
雨
等
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
の
で
、
災
害
時
に
備

え
た
避
難
訓
練
・
防
災
訓
練
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

非
常
食
に
つ
い
て
も
計
画
的
に
備
蓄
し
、
町
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
体
制
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ
き
き

た
い
。

主な事業

町民第１体育館建築事業
（平成28･29年度継続事業）

町公民館改修事業
（平成27･28年度継続事業）

町税（10.0％）
5億2,172万円

繰入金（12.9％）
6億6,978万円

繰越金（3.6％）　
1億8,508万円

使用料等（0.6％）
3,162万円

譲与税等（3.0％）
1億5,671万円

国県支出金（12.4％）
6億4,560万円

地方債（16.9％）
8億7,745万円

その他（1.9％）
1億12万円

中山間地域総合整備事業
（ふるどの東地区）

歳入合計
52億340万円

　
議
会
が
決
め
た
予
算
が
適
正

に
執
行
さ
れ
た
か
を
審
査
す
る

と
と
も
に
、
行
政
効
果
を
住
民

に
代
わ
っ
て
評
価
す
る
も
の
。

�

（
議
員
必
携
よ
り
）

決
算
の
意
義

0　　　　　　　　　 　20� 40(％）

地方交付税（38.7％）
20億1,532万円
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平成28年度総決算額

町道整備事業

放課後児童クラブ運営事業

有害鳥獣被害防止対策事業
電気牧柵設置の助成等

議会費（1.6％）
7,549万円

総務費（12.7％）
6億1,530万円

民生費（18.7％）
9億657万円

衛生費（4.5％）
2億1,935万円

労働費（0.2％）
950万円

農林水産業費（11.8％）
5億6,909万円

商工費（0.9％）
4,209万円

土木費（7.7％）
3億7,433万円

消防費（4.0％）
1億9,474万円

教育費（27.2％）
13億1,306万円

公債費（10.7％）
5億1,919万円

歳出合計
48億3,871万円

会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 収入未済額
（滞納額） 採決の結果

一　般　会　計 ５２億３４０万円 ４８億３，８７１万円 ３，５４３万円 認定（９対２）

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 ７億７，９７４万円 ７億２，９８４万円 ４，９９９万円 認定（全員賛成）
簡 易 水 道 １億１，８５５万円 １億１，４７７万円 １７１万円 認定（全員賛成）
農業集落排水事業 ７，４４５万円 ７，２１４万円 ２８４万円 認定（全員賛成）
林業集落排水事業 ２，２４０万円 ２，１２６万円 １２万円 認定（全員賛成）
介  護  保  険 ７億１，４７５万円 ６億７，０８４万円 ３１１万円 認定（全員賛成）
後 期 高 齢 者 医 療 ５，７２３万円 ５，７２３万円 0 認定（全員賛成）
合　　計 ６９億７，０５２万円 ６５億４７９万円 ９，３２０万円
前 年 対 比 109.0% 107.0% 94.3%

各
会
計
の
決
算
状
況
と
採
決
結
果

40(％）　　　　　　　　20� ０
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一般
会
計
決
算
認
定

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
決
算
認
定

審
議
議
案

審
議
議
案

　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
は
歳
入
52
億
３
４

０
万
円
、
歳
出
は
48
億
３
８
７
１
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
歳
入
歳
出
の
差
引
額
は
３
億
６
４
４

８
万
円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
事
業
の
財

源
２
億
７
８
６
０
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
は
、
８
６
０
８
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
民
第
１
体
育
館
建
設
に
伴
う
用
地
の
取
得

方
法
、
事
業
の
手
続
き
等
に
一
貫
し
て
異
を
唱

え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
流
鏑
馬
保
存
会

の
運
営
に
か
か
る
問
題
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
決
算
の
認
定
に
反
対
い
た
し

ま
す
。

野
崎
喜
彦 

議
員

反
対

　
町
民
第
１
体
育
館
建
設
に
お
け
る
規
模
と
施

設
内
容
お
よ
び
予
算
総
額
に
つ
い
て
、
町
民
に

対
す
る
説
明
責
任
や
合
意
の
形
成
が
図
ら
れ
て

お
ら
ず
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
の
雇
用
創
出

に
つ
い
て
施
策
の
必
要
性
が
あ
っ
た
も
の
と
し

て
本
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
反
対
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

反
対
岡
部
淳
一 

議
員

　
歳
入
・
歳
出
決
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初

予
算
お
よ
び
補
正
予
算
で
議
決
さ
れ
た
予
算
の

措
置
で
あ
り
、
財
源
の
確
保
が
厳
し
い
中
で
実

質
収
支
は
黒
字
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
引
き

続
き
所
要
の
財
源
確
保
と
効
率
的
な
財
政
運
営

に
務
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
、
賛
成
し
ま
す
。

緑
川
栄
一 

議
員

賛
成

賛
成 
９

反
対 
２

採
決

可
決

論
討

疑
質

平成28年度会計決算認定審議

Q 

国
民
健
康
保
険
の
資
格
証
明
書
お
よ
び
短

期
被
保
険
者
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方
が
病
院

を
受
診
す
る
際
に
障
害
は
な
い
の
か
。

A 

資
格
証
明
書
で
い
っ
た
ん
自
己
負
担
10
割

と
な
り
ま
す
が
、
申
請
に
基
づ
い
て
、
自
己
負

担
分
以
外
の
7
割
に
関
し
て
は
お
返
し
し
て
い

ま
す
。
資
格
証
明
書
だ
か
ら
医
療
を
受
け
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q 

い
っ
た
ん
保
険
税
を
納
付
す
れ
ば
一
般
被

保
険
者
と
な
る
の
か
。

A 

検
討
委
員
会
を
開
き
ま
し
て
、
納
付
状
況

に
応
じ
て
資
格
証
明
書
お
よ
び
短
期
被
保
険
者

証
の
交
付
を
決
定
し
ま
す
が
、
そ
の
会
議
前
に

保
険
税
を
完
納
さ
れ
た
場
合
は
、
一
般
被
保
険

者
証
を
発
行
い
た
し
ま
す
。

Q 

１
割
に
な
る
不
要
残
が
発
生
し
て
い
る
の

は
、
結
果
と
し
て
ど
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
。

A 

療
養
給
付
費
に
関
し
て
の
不
要
残
は
、
調

剤
や
医
療
機
関
受
診
な
ど
の
医
療
費
で
す
が
、

予
算
の
段
階
で
は
ど
れ
だ
け
医
療
費
が
か
か
る

か
確
た
る
も
の
が
な
く
、
ま
た
年
度
ご
と
で
開

き
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
余
裕
を
持
た
せ
て
計

上
し
て
お
り
ま
す
。
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継続
公開

わが町の
貯金と借金

一般会計分

会　計　別 収入未済額の内訳

一 般 会 計

町 税 2,794 万円 

保 育 料 138 万円 

給 食 費 28 万円 

住 宅 使 用 料 540 万円 

負担金・貸付金等 43 万円 

特
別
会
計

国民健康保険 保 険 税 4,999 万円 

簡 易 水 道 水 道 使 用 料 171 万円 

集 落 排 水 集 落 排 水 使 用 料 296 万円 

介 護 保 険 保 険 料 311 万円 

後期高齢者医療 保 険 料 0 万円

合　　　　計 9,320万円

税
金
･
使
用
料

�
の
滞
納
額

区　　　分 28年度末残高 昨年度増減 算入率

一般公共事業債 5,050万円 0 50%

公営住宅建設債 3,105万円 △997万円 0%

災害復旧事業債 1,027万円 △408万円 ～95％

義務教育整備債 844万円 13万円 ～70％

一般単独事業債 6,126万円 △2,338万円 ～50％

過疎対策事業債 28億1,778万円 5億2,361万円 70%

辺地対策事業債 6億7,499万円 △2,903万円 80%

財 源 対 策 債 625万円 △410万円 100%

臨時財政特例債 388万円 △371万円 100%

減 税 補 て ん 債 1,843万円 △440万円 100%

臨時税収補てん債 133万円 △262万円 100%

臨時財政対策債 14億4,885万円 △5,665万円 100%

計 51億3,303万円 3億8,580万円

区　　　分 28年度末残高 昨年度増減

財 政 調 整 基 金 10億54万円 △3,046万円

減 債 基 金 6億6,899万円 1億647万円

文教厚生施設等基金 14億6,048万円 △4億5,325万円

ふるさと創生基金 7,211万円 △2,927万円

さわやか福祉基金 1億5,425万円 0

計 33億5,637万円 △4億651万円

区　　　分 28年度末残高 昨年度増減

土 地 開 発 基 金 1億円 0

優良雌牛導入事業基金 5,430万円 △69万円

奨　学　基　金 6,876万円 42万円

計 2億2,306万円 △27万円

借金の種類 借入金は元金です。 貯金の種類 積 立 基 金

運 用 基 金
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
７
２
１

万
円
を
増
額
し
、
53
億
３
５
７
９
万
円

と
す
る
補
正
予
算
。
旧
古
殿
保
育
所
解

体
工
事
に
か
か
る
設
計
委
託
料
３
０
０

万
円
、
電
力
柱
の
移
設
等
に
伴
う
光

ケ
ー
ブ
ル
移
設
費
用
７
８
５
万
円
な
ど

が
主
な
も
の
で
、
三
株
山
頂
富
士
見
台

改
修
関
連
経
費
３
４
４
８
万
円
に
つ
い

て
は
、
地
方
創
生
交
付
金
の
活
用
を
視

野
に
入
れ
、
予
算
の
組
み
替
え
を
行
い

ま
し
た
。

Q 

旧
古
殿
保
育
所
解
体
工
事
に
つ
い

て
は
、
こ
の
補
正
の
段
階
で
は
解
体
後

の
方
向
性
は
白
紙
の
状
態
か
。

A 

解
体
後
の
土
地
の
活
用
等
に
つ
い

て
は
現
在
固
ま
っ
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

Q 

解
体
後
の
土
地
の
利
用
と
し
て
、

竹
貫
区
の
方
か
ら
要
望
等
は
聞
い
て
い

る
か
。

A 

今
の
と
こ
ろ
そ
う
い
っ
た
声
は
聞

い
て
お
り
ま
せ
ん
。

Q 

三
株
山
頂
富
士
見
台
改
修
経
費
の

予
算
組
み
替
え
に
つ
い
て
の
説
明
は
。

一般
会
計
第
２
次
補
正
予
算

審
議
議
案

疑
質

　
町
民
第
１
体
育
館
に
お
い
て
使
用
す

る
事
務
用
備
品

契
約
金
額　
６
２
７
万
円

契
約
の
相
手
方

郡
山
市
富
久
山
町
久
保
田
字
愛
宕
75
番
地

㈱
共
栄
ブ
レ
ー
ン　
郡
山
店

店
長　
高
橋　
宏
幸

Q 

入
札
に
町
内
の
業
者
が
入
っ
て
い

な
い
理
由
は
。 財

産
取
得
に
つ
い
て

審
議
議
案

疑
質 A 

当
初
は
町
単
独
費
で
予
算
を
計
上

し
て
い
ま
し
た
が
、
地
方
創
生
拠
点
整

備
交
付
金
の
募
集
が
年
度
途
中
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
補
助
金
の
要
望
を
す
る

た
め
、
予
算
の
組
み
替
え
を
し
ま
し
た
。

　
町
民
第
１
体
育
館
に
お
い
て
使
用
す

る
運
動
用
具
備
品

契
約
金
額　
１
７
２
３
万
円

契
約
の
相
手
方

会
津
若
松
市
白
虎
町
１
１
４
―
２

㈲
タ
ナ
カ
ス
ポ
ー
ツ

代
表
取
締
役　
田
中　
淑
雄

財
産
取
得
に
つ
い
て

審
議
議
案疑

質 A 

指
名
競
争
入
札
を
行
い
ま
し
た
が
、

町
内
の
業
者
か
ら
は
指
名
願
い
の
届
出

が
出
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

非
課
税
世
帯
の
第
二
子
の

保
育
料
が
無
料
と
な
り
ま
す

～
古
殿
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
保
育
料
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
～

　

両
親
世
帯
で
住
民
税
を
課

税
さ
れ
て
い
な
い
非
課
税
世

帯
の
第
二
子
の
保
育
料
は
、

年
齢
に
よ
っ
て
４
５
０
円
も

し
く
は
２
２
０
０
円
で
し
た

が
、
無
料
と
な
り
ま
す
。

個
人
情
報
の
収
集
が
制
限
さ

れ
ま
す

～
古
殿
町
個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
～

　

社
会
的
身
分
な
ど
特
に
取

り
扱
い
に
配
慮
を
要
す
る
個

人
情
報
の
収
集
の
制
限
を
規

定
し
、
ま
た
相
続
人
等
に
よ

る
死
者
の
個
人
情
報
の
開
示

請
求
に
つ
い
て
の
記
載
を
追

加
し
ま
し
た
。

そ
の
他
可
決
さ
れ
た
条
例
等

（
抜
粋
）

可 決 し た 主 な  条 例 等 ・ 予 算

Q 

備
品
一
式
と
は
何
を
指
す
の
か
。

A 

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

関
係
の
審
判
台
一
式
、
卓
球
台
、
柔
道

の
名
札
か
け
や
タ
イ
マ
ー
、
全
10
点
の

組
み
立
て
費
用
も
含
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。

Q 

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
備
品
も

使
っ
た
う
え
で
新
し
い
備
品
を
購
入
す

る
の
か
。

A 
使
え
る
も
の
は
新
し
い
体
育
館
に

な
っ
て
も
使
う
考
え
方
で
、
今
回
の
備

品
に
関
し
て
は
体
育
館
に
新
し
く
必
要

だ
と
い
う
こ
と
で
購
入
い
た
し
ま
す
。

三株山から見える富士山
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可 決 し た 主 な  条 例 等 ・ 予 算

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

人
権
擁
護
委
員
の
選
任
に
同
意

人
事
案
件

鈴　
木　
　
　
茂 

さ
ん

住　
所　
松
川
字
横
川

任　
期　
平
成
33
年
９
月
30
日

鈴　
木　
一　
美 

さ
ん

住　
所　
松
川
字
大
原

任　
期　
平
成
32
年
12
月
31
日

矢　
内　
忠　
徳 

さ
ん

住　
所　
鎌
田
字
沢

任　
期　
平
成
33
年
９
月
30
日

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
現
教
育
委
員
会
委
員
の

鈴
木
茂
さ
ん
お
よ
び
矢
内
忠
徳
さ
ん
を
再
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
現
人
権
擁
護
委
員
の
鈴

木
一
美
さ
ん
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

◎�
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書

　
　
発
議
者　
　
野
崎　
喜
彦　
議
員

　
地
方
自
治
体
は
社
会
保
障
へ
の
対
応
な
ど
果

た
す
役
割
が
拡
大
す
る
中
で
、
地
方
版
総
合
戦

略
な
ど
新
た
な
政
策
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
人
材
は
限
ら
れ
、
公
的
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
財
政
再
建
目
標
を
達
成
す
る
た
め
だ
け
に
歳

出
削
減
が
行
わ
れ
、
結
果
と
し
て
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

２
０
１
８
年
度
の
政
府
予
算
と
地
方
財
政
の
検

討
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
保
障
予
算
の
充
実
と
、

地
方
財
政
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

◎� 

全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に
関
す

る
意
見
書

　
　
発
議
者　
　
佐
藤　
弘
信　
議
員

　
森
林
が
多
く
所
在
す
る
市
町
村
に
お
い
て
は

山
林
対
策
の
恒
久
的
な
財
源
が
大
幅
に
不
足
し

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
森
林
整
備
等
に

全
員
賛
成

採
決

可
決

提
出
し
た
意
見
書

　
全
国
森
林
環
境
税
に
つ
い
て
は
、
個
人
住
民

税
に
課
税
す
る
も
の
で
な
く
、
国
や
、
環
境
の

問
題
と
な
っ
て
い
る
企
業
の
責
任
に
つ
い
て
も

議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
県
で

は
既
に
賦
課
さ
れ
て
い
る
た
め
、
二
重
課
税
は

住
民
の
負
担
に
な
る
う
え
、
根
本
的
な
解
決
に

結
び
つ
か
な
い
も
の
と
し
て
反
対
し
ま
す
。

岡
部
淳
一 

議
員

反
対

　
国
土
の
７
割
が
森
林
で
あ
る
日
本
に
と
っ

て
、
森
林
荒
廃
の
及
ぼ
す
影
響
は
は
か
り
し

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
美
し
い
国
土
を

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
国
民
の
責
務
で
あ

り
、
森
林
・
林
業
・
山
村
対
策
の
抜
本
的
強

化
を
図
る
た
め
「
全
国
森
林
環
境
税
」
の
早

期
導
入
を
求
め
る
も
の
で
、
賛
成
し
ま
す
。

佐
川
勇
司 

議
員

賛
成

賛
成 
10

反
対 

１

採
決

可
決

必
要
な
財
源
に
充
て
る
た
め
に
、
個
人
住
民
税

均
等
割
を
活
用
し
て
国
民
に
負
担
を
求
め
る
森

林
環
境
税
の
早
期
導
入
を
強
く
求
め
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。論

討
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常任委員会の活動
　
町
内
外
の
事
業
所
を
視
察
し
、
事
業
所
の
概
要
や
古
殿
町

民
の
雇
用
状
況
な
ど
の
説
明
を
受
け
て
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　
現
地
調
査
後
、
付
託
さ
れ
た
請
願
１
件
の
審
査
を
行
い
、

採
択
と
し
ま
し
た
。

　
町
民
第
１
体
育
館
や
町
道
松
久
保
鵰
巣
線
な
ど
の
工
事
現

場
を
視
察
し
、
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水
野
農
場

（
大
久
田
字
有
実
）
お
よ
び
宮
田
馬
事
（
山
上
字
宮
前
）
を

視
察
し
、
流
鏑
馬
の
馬
の
現
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

事業所の視察状況

町民第１体育館の進捗状況を確認

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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決算についての質疑応答

　
常
任
委
員
会
で
は
現
地
調
査
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員

会
で
各
課
長
よ
り
平
成
28
年
度
主
要
事
業
の
決
算
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
総
務
常
任
委
員
会
で
は
石
川
消
防
署
古
殿
分
署
の
用

地
整
備
事
業
や
町
民
第
１
体
育
館
建
築
事
業
、
産
業
建

設
常
任
委
員
会
で
は
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
構
想
検
討
事
業

や
千
年
の
森
育
成
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

消
防
団
屯
所
の
移
転
・
町
民
第
１
体
育
館
に

か
か
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
ス
ポ
ン
サ
ー

の
募
集
に
つ
い
て

　
石
川
消
防
署
古
殿
分
署
の
敷
地
内
に
移
設
さ
れ
る
第
３
分
団
１

部
の
消
防
団
屯
所
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
９

月
１
日
よ
り
開
始
さ
れ
た
町
民
第
１
体
育
館
に
か
か
る
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
・
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
応
募

要
件
な
ど
募
集
要
領
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

町民第１体育館の愛称を募集

全 員 協 議 会

平成28年度主要事業決算事務調査

ネーミングライツとは…企業等が公共施設等に企業名や
商品名を付与する命名権のことで、新たな財源確保や施
設の知名度、サービス向上等を図ることを目的とし、地
域社会の活性化に貢献することができます。
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一 般 質 問一 般 質 問

一
般
質
問
は
、
９
月
13
日
に
６
人
の
議
員
が
12
問
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
の
一
部
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

一
般
質
問

町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

野崎　喜彦 議員 �����������11
⑴　‌�…少子化対策と若者の移住・定住策の取組みは

⑵　…町民第１体育館の健全な運営計画の考えは

岡部　淳一 議員 �����������12
⑴　…現在の町の状況をどう捉えるべきなのか

⑵　…現時点で確認すべき事柄について

⑶　‌�…町民福祉施策立ち上げ経緯とその後の経過に

ついて

藁谷　直吉 議員 �����������13
⑴　防災計画の見直しは

⑵　図書館を応援するボランティアを公募しては

緑川　栄一 議員 �����������14
⑴　子育て支援の充実は

⑵　定住化促進対策における宅地造成計画は

佐川　勇司 議員 �����������15
⑴　今後のイノシシ対策は

佐藤　弘信 議員 �����������16
⑴　地域おこし協力隊の募集状況は

⑵　町民第１体育館の管理・運営は

町政を質す



ふるどの議会だより　第141号
平成29年10月20日発行11

町
長　
現
時
点
で
の
実
績
は

あ
り
ま
せ
ん
。

野
崎　
当
町
の
就
学
前
ま
で

の
子
ど
も
（
０
歳
か
ら
６
歳

ま
で
）
の
数
は
。

町
長　
平
成
29
年
度
生
ま
れ

７
人
（
８
月
末
現
在
）、
28

年
度
17
人
、
27
年
度
22
人
、

26
年
度
27
人
、
25
年
度
38
人
、

24
年
度
30
人
、
23
年
度
が
44

人
で
合
計
１
８
５
人
で
す
。

野
崎　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

募
集
の
現
況
は
。

町
長　
第
４
回
目
の
募
集
で

応
募
が
あ
り
、
現
在
審
査
中

で
す
。

一 般 質 問一 般 質 問

少
子
化
対
策
と
若
者
の
移
住
・

定
住
策
の
取
組
み
は

町
の
魅
力
発
信
を
継
続
的
に町

長

町
民
第
１
体
育
館
の
健
全
な

運
営
計
画
の
考
え
は

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
・
文
化

的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を

町　
長
・
教
育
長

野
の

崎
ざき

　喜
よしひこ

彦 議員

　
県
で
は
、
４
月
１
日
に
現

在
の
子
ど
も
（
14
歳
以
下
）
の

数
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
人
数

は
22
万
１
９
７
８
人
で
、
前

年
同
期
比
４
８
０
０
人
の
減

と
な
り
過
去
最
少
と
な
り
ま

し
た
。

　
当
町
で
も
、
子
ど
も
の
出

生
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
対
策
を
加
速
さ
せ
る

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り

町
に
差
し
迫
っ
た
リ
ア
ル
な

「
有
事
」
で
あ
り
ま
す
。 

野
崎　
子
育
て
支
援
世
帯
及

び
若
者
世
帯
へ
の
住
宅
取
得
支

援
等
の
実
績
は
あ
り
ま
す
か
。

野
崎　
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
の
年
間
金
額
は
。

町
長　
年
間
の
維
持
経
費
は

約
１
２
０
０
万
円
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

地区の運動会で元気いっぱいの子どもたち

野
崎　
若
者
の
移
住
・
定
住

策
の
促
進
を
図
る
た
め
の
Ｐ

Ｒ
方
法
は
ど
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
か
。

町
長　
都
内
で
の
移
住
希
望

者
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
に
加
え
、
東
京
の
「
ふ
る

さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
も
連
携
す
る
な
ど
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

野
崎　
事
業
の
実
効
性
を
高

め
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
の
起
用
な
ど
の
考
え
は

な
い
か
。

町
長　
今
後
、
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
町
民
第
１
体
育
館
は
、
あ

と
半
年
ほ
ど
で
竣
工
予
定
で

あ
り
ま
す
が
、
町
民
は
大
き

な
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
流
石
に
大
き
い
、
立
派
な

体
育
館
が
で
き
る
」
と
、
期

待
を
込
め
た
完
成
を
望
む
一

方
で
、
当
町
の
人
口
減
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
現
状
で

「
今
後
あ
の
よ
う
な
体
育
館

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
容

易
で
な
い
だ
ろ
う
。
大
丈
夫

な
の
だ
ろ
う
か
」
と
維
持
・

管
理
、
そ
し
て
運
営
に
対
し

て
心
配
す
る
町
民
の
声
も
耳

に
し
ま
す
。

野
崎　
使
用
料
を
改
定
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

町
長　
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団

体
等
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

料
金
を
減
免
し
、
軽
運
動
場

や
冷
暖
房
設
備
等
の
使
用
料

は
検
討
中
で
す
。

野
崎　
年
間
の
利
用
計
画
や

利
用
者
の
見
込
み
・
リ
ス
ト

は
立
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
震
災
前
に
旧
体
育
館

で
行
わ
れ
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ

団
体
等
の
継
続
利
用
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

野
崎　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
事
前
合
宿
場
と
し
て
の
エ

ン
ト
リ
ー
は
可
能
か
。

町
長　
厳
し
い
受
け
入
れ
体

制
の
基
準
が
あ
り
、
可
能
性

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

町の魅力を発信するやぶさめくん
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一 般 質 問一 般 質 問

岡
おか

部
べ

　淳
じゅん

一
いち

 議員

　

今
後
の
町
の
有
り
様(

よ

う)

や
自
分
の
生
活
が
ど
う
な

る
の
か
不
安
で
心
配
だ
と
い

う
町
民
の
声
を
よ
く
聞
き
ま

す
。
そ
の
状
況
の
中
で
判
断

材
料
と
な
る
各
種
の
調
査
や

動
態
に
つ
い
て
、
町
が
ど
う

認
識
し
て
い
る
の
か
を
伺
い

な
が
ら
次
の
点
を
質
問
し
ま

す
。

岡
部　
現
在
の
町
の
景
況
を

ど
う
見
て
い
る
の
か
。

町
長　
町
内
総
生
産
は
、
平

成
７
年
度
に
約
１
８
４
億
円

を
記
録
し
た
後
、
全
体
と
し

て
右
肩
下
が
り
で
あ
り
、
平

成
25
年
度
は
約
１
４
５
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
民
所

得
は
、
同
じ
期
間
で
１
人
あ

た
り
２
０
０
万
円
前
後
の
水

準
で
推
移
し
て
お
り
、
町
の

景
況
は
厳
し
い
も
の
で
す
。 

岡
部　
人
口
の
減
少
率
と
動

態
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
の

か
。

町
長　
19
年
度
か
ら
28
年
度

ま
で
の
10
年
間
で
、
９
５
４

人
、
率
に
し
て
14
・
６
％
の
減

少
で
あ
り
、
28
年
度
末
で

５
５
４
５
人
で
す
。
い
ず
れ

の
年
も
、
生
ま
れ
た
子
ど
も

よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
転

入
よ
り
も
転
出
し
た
方
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

岡
部　
町
内
で
働
く
場
の
確

保
の
具
体
策
と
広
域
的
な
取

り
組
み
は
。

町
長　
昨
年
町
内
の
求
人
数

は
延
べ
２
２
４
人
、
仕
事
を

探
す
方
は
延
べ
２
１
３
人
で
、

実
際
に
就
職
し
た
方
は
44
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

補
助
金
や
利
子
補
給
等
に
よ

り
、
町
内
企
業
の
設
備
投
資

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
町

民
へ
の
求
人
情
報
の
周
知
を

図
り
ま
す
。

岡
部　
今
何
を
な
す
べ
き
と

捉
え
て
い
る
か
。

町
長　
引
き
続
き
、
前
記
の

通
り
の
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

現
在
の
町
の
状
況
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
な
の
か

町
の
景
況
は
厳
し
い
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す

町
長

秋の収穫風景

現
時
点
で
確
認
す
べ
き
事
柄
に
つ
い
て

住
民
の
生
活
を
守
り
、
町
の
魅
力
を
発
信
す
る

町
長

　
次
の
事
柄
に
つ
い
て
今
後

の
見
通
し
と
見
解
を
伺
い
ま

す
。

岡
部　

新
し
い
介
護
予
防
、

日
常
生
活
総
合
支
援
事
業
の

現
時
点
で
の
状
況
は
。

町
長　
新
総
合
事
業
開
始
か

ら
１
年
半
が
経
過
し
、
25
名

の
方
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
全
国一律
の

サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
多
様
な
担

い
手
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
と
な

り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

岡
部　
来
年
度
か
ら
の
稲
作

事
業
方
向
転
換
へ
の
見
解
は
。

町
長　

来
年
度
か
ら
国
は
、

米
の
直
接
支
払
交
付
金
を
廃

止
し
ま
す
の
で
、
来
年
度
以

降
、
減
収
に
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
。

岡
部　
森
林
整
備
事
業
の
今

後
の
進
め
方
は
。

町
長　
千
年
の
森
育
成
事
業

に
よ
る
間
伐
、
森
林
レ
ー

ザ
ー
測
量
に
よ
り
、
荒
廃
森

林
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

岡
部　
豪
雨
対
策
と
し
て
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
。

町
長　
住
民
の
生
命
を
守
る

た
め
、
避
難
場
所
の
周
知
や
、

豪
雨
が
予
測
さ
れ
る
際
は
早

期
の
勧
告
・
指
示
が
必
要
で

す
。

岡
部　
町
お
こ
し
に
協
力
し

た
大
学
生
の
提
案
は
ど
う
活

か
さ
れ
た
の
か
。

町
長　
日
大
工
学
部
の
協
力

で
地
方
創
生
に
向
け
た
事
業

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
三
株

山
頂
富
士
見
台
の
「
視
点
を

高
く
す
る
」
提
案
を
受
け
、

富
士
見
台
改
築
事
業
に
反
映

し
ま
し
た
。

　
ま
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策

定
で
も
、
学
生
の
作
成
し
た

資
料
を
基
礎
資
料
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
町
へ
の
移
住

定
住
を
案
内
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
も
ら
い
、

イ
ベ
ン
ト
や
都
内
で
配
布
す

る
な
ど
活
用
し
て
い
ま
す
。

・�

町
民
福
祉
施
策
立
ち
上
げ

経
緯
と
そ
の
後
の
経
過
に

つ
い
て

そ
の
他

質
の

問
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藁
わらがや

谷　直
なおよし

吉 議員

　
昨
今
、
局
地
的
に
短
時
間

の
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
全
国

的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
予

想
し
な
い
、
あ
り
え
な
い
災

害
が
発
生
し
て
お
り
、
わ
が

町
で
も
、
発
生
す
る
災
害
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

次
の
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

藁
谷　

町
の
防
災
計
画
は
、

見
直
し
を
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
現
在
の
防
災
計
画
は

平
成
26
年
８
月
に
策
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
今
般
、
新

し
い
体
育
館
が
整
備
さ
れ
る

ほ
か
、
土
砂
災
害
等
へ
の
対

応
が
変
更
と
な
る
こ
と
か
ら
、

見
直
す
方
向
で
検
討
し
て
お

防
災
計
画
の
見
直
し
は

見
直
し
を
し
ま
す

町
長

現在の鮫川の中州

り
ま
す
。

藁
谷　
最
近
、
鮫
川
や
大
平

川
の
河
川
堆
砂
は
除
去
さ
れ

た
の
か
。

町
長　
鮫
川
は
、
県
の
土
木

事
務
所
が
昨
年
、
照
天
橋
付

近
の
河
床
整
正
お
よ
び
堆
砂

除
去
を
行
っ
て
お
り
、
今
年

度
も
実
施
が
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
大
平
川
は
、
近
年
、
河
川

堆
砂
の
除
去
は
実
施
さ
れ
て

お
ら
ず
、
町
で
は
県
に
実
施

を
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

藁
谷　
町
消
防
団
に
、
小
型

ボ
ー
ト
と
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
配
備
す
る
考
え
は
。

町
長　
ボ
ー
ト
等
の
配
備
は

専
門
的
な
訓
練
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
広
域
消
防
組

合
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、
６
着

配
備
し
て
お
り
ま
す
。

藁
谷　
各
家
庭
の
防
災
受
信

機
の
保
守
点
検
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
の
か
。

町
長　
家
庭
用
の
個
別
受
信

機
に
つ
き
ま
し
て
は
、
不
具

合
が
発
生
し
た
際
、
職
員
が

確
認
の
う
え
、
速
や
か
に
新

し
い
も
の
と
交
換
し
て
お
り

ま
す
。

藁
谷　
ポ
ケ
ベ
ル
の
周
波
数

帯
を
使
用
す
る
防
災
受
信
機

導
入
を
参
考
に
す
る
考
え
は
。

町
長　
現
在
の
防
災
行
政
無

線
切
り
替
え
時
期
ま
で
に
そ

の
有
効
性
、
導
入
コ
ス
ト
な

ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
比
較
し

な
が
ら
、
新
た
な
防
災
受
信

機
の
導
入
を
見
極
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
町
が
第
６
次
振
興
計
画
に

掲
げ
る
「
豊
か
な
心
を
持
つ

人
づ
く
り
」
の
た
め
に
は
、

図
書
館
の
本
を
多
く
の
町
民

の
方
々
に
読
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
最
適
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
町
で
は

い
ま
だ
に
図
書
館
が
土
日
開

館
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

藁
谷　
土
日
、
図
書
館
開
館

を
応
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
公
募
す
る
考
え
は
。

町
長　
現
在
、
次
年
度
か
ら

試
行
的
に
図
書
館
の
土
日
開

館
を
行
う
こ
と
を
検
討
中
で

あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
公

募
と
い
う
意
見
も
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

藁
谷　
公
民
館
に
図
書
館
の

表
示
を
す
る
考
え
は
。

町
長　
検
討
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

土日開館を検討中の図書館

図
書
館
を
応
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
公
募
し
て
は

参
考
に
い
た
し
ま
す

藁
谷　
図
書
館
の
相
互
利
用

協
定
に
加
盟
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
本
町
の
図
書
館
は
加

盟
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

藁
谷　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、
他
市
町
村
の
図
書
館
に

リ
ン
ク
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
考
え
は
。

町
長　
現
時
点
で
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
は
リ
ン
ク
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
他
市
町
村
の

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て
は
、
検
索
し
た
う
え

で
、
直
接
閲
覧
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町　
長
・
教
育
長
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緑
みどり

川
かわ

　栄
えい

一
いち

 議員

　
岡
部
町
政
は
、
発
足
当
初

よ
り
子
育
て
支
援
制
度
の
充

実
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

来
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
近

年
人
口
減
少
と
少
子
化
に
よ

り
更
な
る
充
実
が
期
待
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
次
の

点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

緑
川　
子
ど
も
誕
生
祝
金
の

増
額
の
考
え
は
。

町
長　

昨
年
度
、
第
一
子
を

対
象
と
し
た
祝
金
を
新
た
に

創
設
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
し
ば
ら
く
は
支
給
件
数

や
そ
の
効
果
等
を
見
守
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

緑
川　
小
・
中
学
校
給
食
費

の
無
償
化
計
画
は
。

町
長　
給
食
費
に
つ
い
て
は

法
律
に
基
づ
き
、
保
護
者
に

応
分
の
負
担
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
な
お
、
子
育
て
支
援
に
関

し
て
、
現
在
、
国
で
は
「
人

づ
く
り
革
命
」
の
中
で
、
教

育
費
の
無
償
化
に
関
す
る
議

論
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後

と
も
そ
の
動
き
を
注
視
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

緑
川　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
利
用
状
況
は
。

町
長　
９
月
１
日
現
在
、
84

子
育
て
支
援
の
充
実
は

国
の￢人
づ
く
り
革
命
」
の
教
育
費

無
償
化
を
注
視
す
る

町
長

名
の
児
童
が
利
用
し
て
お
り

ま
す
。

緑
川　
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設

建
設
計
画
は
。

町
長　
小
学
校
の
南
校
舎
や

隣
接
す
る
体
育
館
を
利
用
す

る
こ
と
で
対
応
し
て
お
り
、

新
た
な
施
設
建
設
の
考
え
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

緑
川　
児
童
ク
ラ
ブ
の
職
員

配
置
状
況
は
。

町
長　
現
在
、
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
と
し
て
６
名
の
臨
時

職
員
を
配
置
し
て
お
り
ま
す
。

定
住
化
促
進
対
策
に
お
け
る

宅
地
造
成
計
画
は

現
時
点
で
具
体
的
な
計
画
は

立
っ
て
お
り
ま
せ
ん

町
長

放課後児童クラブの子どもたち

有効活用が望まれる遊休地

　
古
殿
町
の
人
口
は
、
今
年

度
中
に
も
、
５
０
０
０
人
を

下
回
る
可
能
性
が
現
実
化
し

て
お
り
ま
す
。
若
者
世
代
に

お
い
て
は
、
家
を
建
て
た
く

て
も
場
所
が
な
く
、
町
外
に

建
設
し
た
と
の
話
も
聞
か
れ

ま
す
。
人
口
流
出
抑
制
の
た

め
に
も
宅
地
の
造
成
が
急
務

と
考
え
、
次
の
点
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

緑
川　
現
在
町
の
宅
地
造
成

計
画
は
。

町
長　
旧
愛
宕
団
地
の
宅
地

造
成
計
画
に
つ
い
て
は
、
東

側
に
隣
接
す
る
山
林
が
が
け

地
で
あ
り
、
建
築
に
つ
い
て

制
限
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、

対
応
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

緑
川　
町
管
理
地
等
の
民
間

売
却
計
画
は
。

町
長　
町
で
活
用
す
る
計
画

が
な
い
遊
休
財
産
に
つ
い
て

は
、
売
却
を
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

緑
川　
農
業
集
落
排
水
施
設

の
空
き
容
量
は
。

町
長　
集
落
排
水
施
設
の
汚

水
処
理
量
は
、
古
殿
地
区
・

田
口
地
区
と
も
計
画
処
理
能

力
の
７
割
程
度
で
あ
り
、
空

き
容
量
が
処
理
能
力
の
３
割

程
度
ご
ざ
い
ま
す
。
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今
後
の
イ
ノ
シ
シ
対
策
は

交
付
金
活
用
で
取
り
組
む

町
長 佐

さ
川
がわ

　勇
ゆう

司
じ

 議員

　
日
頃
鳥
獣
駆
除
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
町
の
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
数

は
年
々
増
加
し
、
現
在
３
０

０
頭
近
い
捕
獲
数
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
電
気
牧
柵
等
の

補
助
や
わ
な
等
の
設
置
捕
獲

隊
の
協
力
が
成
果
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

近
ご
ろ
10
頭
以
上
の
イ
ノ
シ

シ
の
群
れ
が
町
中
心
部
で
何

度
も
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
交
付
金
活
用
と
予
算

継
続
に
よ
り
、
支
援
強
化
す

べ
き
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

佐
川　
７
月
に
産
業
建
設
常

任
委
員
会
で
年
間
１
６
０
０

頭
以
上
捕
獲
し
て
い
る
宮
城

県
丸
森
町
を
視
察
研
修
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
わ
な
捕
獲

が
90
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
大
型
箱
わ
な
が
有

効
と
聞
き
ま
し
た
。
被
害
の

多
い
行
政
区
に
赤
外
線
カ
メ

ラ
管
理
の
大
型
箱
わ
な
を
導

入
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

メッシュ柵と電気牧柵が設置された田口青柳地内（モデル地区）

町
長　
石
川
地
方
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
協
議
会
が
国
の
交

付
金
を
活
用
し
、
今
年
７
月

山
上
岩
久
保
地
内
に
セ
ン

サ
ー
カ
メ
ラ
付
の
囲
い
わ
な

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

佐
川　
メ
ッ
シ
ュ
鉄
筋
柵
と

電
気
牧
柵
の
混
合
利
用
も
有

効
と
聞
き
ま
す
。
現
況
と
今

後
は
。

町
長　
労
力
や
費
用
対
効
果

等
を
検
証
す
る
た
め
、
国
の

交
付
金
を
活
用
し
、
田
口
青

柳
地
内
の
水
田
に
メ
ッ
シ
ュ

柵
２
１
０ｍ
、
電
気
柵
３
１
０

ｍ
を
設
置
し
ま
し
た
。
現
時

点
で
設
置
後
の
被
害
報
告
は

な
く
今
後
は
柵
の
設
置
を
進

め
ま
す
。

4.0ｍ×4.0ｍのセンサーカメラ付囲いわな設置
山上岩久保地内

佐
川　
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
は

わ
な
が
有
効
で
あ
り
、
設
置

技
術
に
左
右
さ
れ
る
と
丸
森

町
研
修
で
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
有
資
格
者
に
対
し
て
経

験
談
を
含
め
た
技
術
講
習
会

開
催
は
ど
う
か
。

町
長　
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
数
の

増
加
に
向
け
て
、
講
習
会
を

開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

佐
川　
前
回
の
質
問
で
カ
ワ

ウ
同
様
サ
ギ
駆
除
に
も
報
奨

金
の
対
応
に
す
る
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
が
、
現
況
は
。

ま
た
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
被
害

も
か
な
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
駆
除
奨
励
も
検
討
す
べ

き
だ
が
、
ど
う
か
。

町
長　
サ
ギ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
鮫
川
漁
業
協
同
組
合
が

今
年
か
ら
捕
獲
者
に
対
し
１

羽
あ
た
り
千
円
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
は
町

で
小
型
箱
わ
な
を
準
備
し
て

お
り
、
町
民
に
対
し
て
は
、

こ
れ
を
活
用
し
た
捕
獲
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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一 般 質 問一 般 質 問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
状
況
は

応
募
が
あ
り
ま
し
た

町
長

町
民
第
１
体
育
館
の
管
理
・
運
営
は

従
来
と
同
じ
管
理
方
法
を
考
え

て
い
ま
す

町
長

佐
さ

藤
とう

　弘
ひろのぶ

信 議員

　
全
国
各
地
で
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
が
地
域
の
暮
ら
し

の
支
援
、
地
場
産
業
の
開
発

や
、
農
林
水
産
業
へ
の
従
事

等
で
活
動
し
て
お
り
、
地
域

協
力
活
動
を
通
し
て
、
地
域

力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
大
変
活
躍
を
し

て
い
ま
す
。

　
我
が
町
で
も
、
平
成
28
年

度
か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
募
集
状
況
を
伺
い
ま
す
。

佐
藤　
今
ま
で
ど
の
く
ら
い

の
募
集
期
間
を
設
定
し
、
応

募
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

町
長　
平
成
28
年
度
に
２
名

か
ら
応
募
が
あ
っ
た
も
の
の
、

採
用
ま
で
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
年
の
４
回
目
の
募

集
で
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

佐
藤　
募
集
条
件
は
、
近
隣

自
治
体
を
参
考
に
し
た
の
か
。

町
長　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
導
入
実
績
が
あ
る
近
隣
自

治
体
の
条
件
等
を
参
考
に
し

ま
し
た
。

佐
藤　
町
独
自
に
協
力
隊
員

に
支
援
策
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

町
長　
国
の
要
綱
の
規
定
に

基
づ
い
た
支
援
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

佐
藤　
町
で
は
２
名
以
内
の

募
集
で
あ
る
が
、
成
果
等
が

確
認
で
き
た
な
ら
ば
、
随
時

増
員
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

町
長　
協
力
隊
員
の
活
動
の

成
果
お
よ
び
今
後
必
要
と
な

る
業
務
を
総
合
的
に
判
断
し
、

検
討
し
ま
す
。

　
震
災
で
被
災
し
た
町
民
第

１
体
育
館
の
建
設
工
事
も
順

調
に
進
捗
し
て
お
り
、
多
く

の
町
民
が
オ
ー
プ
ン
を
待
ち

望
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
30
年
を

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ヤ
ー
と
位

置
づ
け
て
お
り
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
事
業
・
行
事
の
計

画
そ
し
て
運
営
を
し
て
い
く

の
か
伺
い
ま
す
。

佐
藤　
オ
ー
プ
ン
記
念
行
事

の
計
画
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

町
長　
現
在
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

佐
藤　
体
育
館
の
管
理
面
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

町
長　
現
時
点
で
は
、
従
来

の
町
民
第
１
体
育
館
と
同
じ

管
理
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。
佐
藤　
町
民
第
１
体
育
館
が

完
成
す
れ
ば
、
第
２
体
育
館

を
解
体
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
い
つ
頃
解
体
す
る

の
か
。

町
長　
新
し
い
体
育
館
が
来

年
２
月
末
に
完
成
す
る
こ
と

か
ら
、
来
年
度
か
ら
第
２
体

育
館
の
解
体
に
向
け
た
作
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

佐
藤　
体
育
館
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
・
ス
ポ
ン
サ
ー
を

３
年
間
契
約
で
募
集
す
る
こ

と
が
公
表
さ
れ
た
が
、
３
年

後
に
は
新
た
に
公
募
す
る
と

い
う
こ
と
か
。

町
長　
ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら
契

約
継
続
の
要
望
が
あ
れ
ば
優

先
的
に
交
渉
で
き
る
こ
と
と

し
、
継
続
の
要
望
が
な
い
場

合
に
は
新
た
に
公
募
し
ま
す
。

建設中の町民第１体育館

地域おこし協力隊募集ポスター



ふるどの議会だより　第141号
平成29年10月20日発行17

Q　平成２７年３月一般質問から

ふるさと納税制度を活用した特産品PRテーマ

A　町長答弁

ふるさと納税制度の活用は

現在、寄付をいただいた方に返礼品は行ってお
りませんが、今後、総合的に考えていきます。

その後の
対　　応

追跡追跡レポート
その後
　   どうなった？

No.39

古殿町の良さを全国に

道の駅ふるどのオリジナル詰め合わせ

古殿町の特産品をPRできるね！

平成29年９月15日よりふるさと納税の返礼品として町の特産品が贈られます

全国新酒鑑評会で
金賞を受賞している地酒

しみもっちー
平成27年の中学生議会で提案されて
誕生した「凍み餅」のキャラクター
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み ん な の ペ ー ジ

＊古殿町にどうして移住しようと思いましたか。
　私は群馬県富岡出身ですが、３人の子どもが自立し
たのを機に、自分が生かされていることに対して恩返
しがしたいと思い、2005年から各地の災害復興関連
工事に従事していました。
　そんな時、2015年一般カービングショーに出場し
たご縁でこの町に住むことになりました。
　林業の仕事をして、イノシシ被害と荒れている山林
の現状を知り、民家周辺の山林整備をしてイノシシの
隠れ場をなくすことや、チェーンソー彫刻をしながら
元気な森づくりのお手伝いができればと思っています。

＊移住して古殿町の感想はどうですか。
　この町のどこにいても、常に居心地が良いと思って
います。毎日が楽しいですし、この地に感謝です。
　チェーンソーアート彫刻の見学も自由ですので、興
味のある方は是非お立ち寄りください。

＊自然食のおすすめ
　私は20年前から１日１食にしています。自然食が
好きで、いろいろな食事づくりに取り組んでおり、お
かげさまで健康です。今回は「人参入り刺身こんにゃ
くと寒天デザート」を紹介します。
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a.jp/ “ 町政を知るよい機会”

議会を傍聴してみませんか

Ｎｏ.32

次回の
定例会

古殿町のホームページからもご覧いただけます。

古殿町 検　索 町議会へ

12月上旬

民家周辺の山林整備

チェーンソーア－ト彫刻作品

自然食（人参入り刺身こんにゃくと寒天デザート）

飯坂温泉ギャラリー梟（ふくろう）にて展示販売中
左・本人　山田亮一さん　　　右・館長　佐藤光衛さん

今回紹介するのは、　イノシシ対策自我型林業家 大久田字石神在住

「 山 田 亮 一 」さんです。 

ふるどのに移住して２年
               � 人のご縁に感謝します


